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 いつもいつもいつもいつも向上心向上心向上心向上心をををを持持持持ってってってって    
総務経理部長  石栗吉枝 

「光陰矢の如し」 

本当に月日の経つのは早いものですね。 

新津から朝日村に嫁ぎ、宮作にお世話になってから三十五年になろうとしています。 

「やめるなら今のうちだぞ」と、荷送りの日、従兄弟がつぶやいた言葉が今でも耳に残っています。 

家族以外誰一人知らない一からの出発でした。私自身も未熟でしたし、慣れない環境のせいもあり、結構

ハードな人生でした。 

そんな中で一回、自分自身に助けられた事がありました。 

私が高校生だった頃、極度の運動音痴だった私は、華やかな運動部の部活にはもちろん入れず、どんな仕

事をしたいのかの確たる目標も無いまま、姉と同じに英文タイプ部に入部しました。 

最初はキーボードを一つ一つ叩くのがやっとでしたが、三年生の部活が終わる頃には原稿は見なくとも十

分間で四千文字を打てる力がついていました。ただ、卒業後に役立つ事はありませんでした。 

以前、宮作はミヤサク設備を分社し、二社分の業務が必要となりました。今のようにパソコンがまだまだ

普及されていない頃の事です。 

最初は二人でしていた処理を一人に任された時、特に財務の入力で、パソコンの扱いを一から覚えなけれ

ばならなかったら、私はきっと限られた時間でこなせないばかりか、挫折していたのではと思うのです。 

幸いキーボードも JIS規格で英文タイプと同じでした。入力に関しては何の抵抗も無く頑張れました。有難

い事に、あの時は高校生の自分の体験に助けられたのです。 

学ぶことはいつでも出来ます。すぐに役に立たなくても、必ずどこかで役に立つはずです。本を読むこと、

インターネットを見方につけること。今の時代なら、その気になれば情報はすぐ身近に有ります。 

これからは、今以上に大変な時代。 

もし貴方が、自分の貴重な時間を独り占めできる環境にいるなら、向上心を持って何かを始めてみませんか？

貴方を助けてくれる日がきっと来るはずです。 

 

『『『『    変変変変    』』』』                        

  相談役  大平幸二 

今年も、もう少しで暮れようとしております。ねずみから牛へとバトンタッチです。 

ねずみ年が騒ぐと聞きました。油業界、建設業界とも試練の一年でした。前から言われていた様に、北京オ

リンピックが終わると同時にアメリカ経済に狂いが生じ、金融、製造業と世界の様相がわずか２ヶ月の間に一

変しました。 

２００９年 さてどんな年になるでしょう。 

皆さんと一致団結して、この世の中を乗り切って行きましょう。歴史は繰り返すといいますが、まさにその 

時に直面している様ですが、皆さんどう感じますか。 

 

話は変わりますが、東京で今年５０歳になった大きな物が有ります。 

皆さんも修学旅行などで訪れたと思いますが、東京タワーです。昭和３３年１２月２３日完成との事。 

それぞれ人が思い思いの気持ちを胸に学生服で登った事を思い出しますね。今、考えてみれば私の修学旅行

の時のタワーは、また真新しかったようです。高度成長のシンボル的存在で、機会があったらもう一度訪ねて

見たいと思います。 

又、それよりも高いタワー建設中とか聞きすが、より思い出多いタワーを親しみを 

持って見守って行きたいと改めて思います。 

 

最後に表題は今年を表した漢字との事、本当に 変 な年でした。 

皆さん 良い年をお迎えください。 
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昨
日
も
無
事
に
過
ぎ
た
。 

今
日
も
そ
れ
な
り
に
平
穏
に
終
っ
た
。
だ
か
ら
、
明
日

も
平
穏
な
一
日
だ
ろ
ー
と
。
今
ま
で
は
何
と
な
く
生
き
て

き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
自
分
の
体
を
気
遣
い
、
い
た
わ

る
こ
と
な
ん
て
な
か
っ
た
気
が
す
る
。 

先
日
の
健
康
診
断
の
結
果
が
「
超
最
悪
」
の
状
態
で
し

た
。
内
心
は
不
安
で
仕
方
が
な
い
の
に
、
病
院
に
検
査
に

行
く
勇
気
が
持
て
な
い
で
い
た
。 

あ
る
日
、
あ
る
人
に
、「
死
ん
で
も
い
い
な
ら
今
の
ま

ま
で
い
れ
ば
！
」
そ
う
何
度
も
言
わ
れ
、
病
院
に
行
く
決

心
が
つ
い
た
。「
自
分
を
も
っ
と
大
切
に
し
て
！
」
か
ら

だ
が
こ
ん
な
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
分
か

ら
な
い
の
？ 

自
分
の
父
親
は
四
十
八
歳
で
他
界
し
た
。
あ
と
二
、
三

年
で
自
分
も
そ
の
年
齢
に
な
る
。
正
直
こ
わ
い
。
ま
だ
死

に
た
く
な
い
。
ま
だ
や
り
た
い
事
が
沢
山
あ
る
。
明
日
の

命
を
保
障
さ
れ
た
人
は
こ
の
世
に
一
人
も
い
な
い
。
そ
れ

な
ら
ど
う
す
る
？ 

今
ま
で
の
自
分
の
生
き
方
を
変
え
よ
う
と
思
っ
た
。
体

の
悪
い
所
を
徹
底
的
に
治
し
て
、
自
分
を
大
切
に
生
き
よ

う
と
思
う
。
ど
ん
な
お
金
持
ち
で
も
、
ど
ん
な
贅
沢
な
暮

ら
し
を
し
て
い
て
も
、
体
が
弱
か
っ
た
ら
つ
ま
ら
な
い
。

健
康
だ
か
ら
こ
そ
一
日
を
楽
し
く
元
気
に
過
ご
せ
る
。
健

康
が
一
番
幸
せ
。
自
分
が
幸
せ
な
ら
、
他
人
も
幸
せ
に
出

来
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
人
は
一
日
一
日
を

大
切
に
、
一
日
一
生
の
つ
も
り
で
生
き
て
い
る
と
言
う
。 

先
の
こ
と
は
誰
も
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
わ
く
わ
く

ど
き
ど
き
し
な
が
ら
生
き
ら
れ
る
。
昨
日
ま
で
元
気
だ
っ

た
人
が
明
日
は
こ
の
世
に
い
な
い
。
そ
ん
な
ま
ま
な
ら
な

い
今
日
だ
か
ら
こ
そ
ー
自
分
を
愛
し
、
前
向
き
に
明
る
く

笑
っ
て
生
き
る
。
そ
し
て
雑
草
の
如
く
強
く
生
き
、
天
空

を
愛
し
、
感
謝
し
て
一
日
を
過
ご
し
、
自
然
に
逆
ら
わ
ず

生
き
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
俺
も
生
き
て
み
た
い
と
思
う
。

人
と
の
出
会
い
が
、
そ
の
人
の
人
生
を
根
底
か
ら
変
え
る
。

こ
れ
ま
で
沢
山
の
人
達
と
の
出
逢
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
出
逢
い
を
大
切
に
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。 

 

自
分
自
分
自
分
自
分
のののの
趣
味
趣
味
趣
味
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僕
の
趣
味
は
ビ
リ
ヤ
ー
ド
で
す
。 

高
校
の
時
、
友
達
と
初
め
て
ビ
リ
ヤ
ー
ド
を
し
た
ら
全

く
勝
つ
こ
と
が
で
き
ず
悔
し
く
な
り
、
自
分
は
負
け
ず
嫌

い
な
性
格
な
の
で
上
手
に
な
り
た
い
と
思
い
始
め
ま
し

た
。 

 

高
校
の
時
は
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
で
上
手
な
人
に
教
え

て
も
ら
い
、
そ
の
上
手
な
人
に
勝
て
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
な
が
ら
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

今
は
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
大
会
に
出
場
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
10

月
19

日
に
上
越
市
で
の
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
出
場
者
9

人
で
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
し

た
。
初
戦
で
負
け
て
し
ま
い
、
あ
と
は
敗
者
復
活
戦
で
勝

ち
進
ん
で
い
く
し
か
な
い
の
で
、
最
終
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま

で
勝
て
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い
、
で
も
、
優
勝
し
た
い
思

い
も
あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
結
構
ギ
リ
ギ
リ
の
試
合
で

準
優
勝
に
な
り
ま
し
た
。 

 

自
分
と
し
て
は
、
初
め
て
準
優
勝
に
な
れ
た
の
で
嬉
し

い
思
い
と
、
優
勝
し
た
か
っ
た
の
で
悔
し
い
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
上
越
ま
で
来
て
、
ど
う
せ
な
ら
優
勝
し
た
か
っ

た
で
す
。 

 

今
年
の
大
会
は
終
わ
っ
た
の
で
、
来
年
に
優
勝
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

少し早い年賀です！ 
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集
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集
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編
集
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記

編
集
後
記 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙
橋
ま
ゆ
み    

今
回
原
稿
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
一
年
を
過
ご

さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
来
年
も
良
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
健
康
第

一
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
次
回
は
宮
本
監
査
役
、
鈴
木
部
長
、
佐
藤

一
考
さ
ん
、
池
田
純
さ
ん
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 


